
ミ
ツ
|
ミ
ト

る
部
落
。

εヅ
ヤ
マ
水
山
珠
洲
郡
長
捕
の
東
南
方
に
笛

る
山
。
高
さ
四

O
E米
。
地
質
第
三
紀
居
。

εツ
ヰ
カ
へ
z
=
一
弁
加
兵
衛
前
回
利
家
に
仕

へ
、
入
百
石
を
領
し
、
一
穴

E
十
八
年
・
=
一
周
入
王
子
城

攻
に
出
陣
奮
戦
し
て
討
死
し
た
。
そ
の
子
提
左
衛
門

値
孝
の
時
か
・
ら
民
を
江
守
と
改
め
、
子
孫
代
々
務
に

仕
へ
る
。

εツ
ヰ
シ
ョ
ウ
ヂ
三
井
小
路
金
揮
の
萄
町
名
。

寛
政
の
頃
、
京
都
三
井
家
の
支
庖
を
此
の
小
路
の
角

度
般
に
設
け
て
呉
服
商
斑
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
図

っ
て
小
路
の
名
と
な
っ
た
と
い
ふ
。

ミ
ツ
ヲ
ハ
マ
=
一
v
尾
演

N
Wゴ
岡
京
都
大
川

の
地
内
に
臨
し
、
二
粁
詐
の
海
部
を
い
ふ
。
そ
の
挺

商
を
=
一
ヴ
尾
港
と
い
ひ
、
百
石
内
外
の
和
般
十
数
似
A

・p.

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
テ
ツ
モ
タ
シ
ョ
ウ
宋
徹
款
笑
金
・
抑
留
洞
宗

突
徳
院
サ
一
代
の
住
持
。
弘
化
ご
年
十
ご
周
十
二
日

一
示
寂
。S

E
F
S
シ
ユ
ウ
三
富
集
鳳
至
郡
輪
島
の
俳
人

晩
鎖
の
一
周
忌
遁
悼
句
集
で
、
晩
績
の
治
作
を
も
加

へ
て
あ
る
。
三
宮
集
と
題
し
た
の
は
、
放
人
が
生
業

と
子
採
と
風
殺
と
に
富
ん
で
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
と
い

ふ
。
序
は
安
政
三
と
せ
の
秋
摂
竹
股
露
様
。
践
は
古

松
野
沙
織
。
板
元
不
明
。

ミ
ト
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
三
戸
明
紳
白
山
九
厨
の
小

紳
の
一
つ
で
あ
る
が
、
阪
に
陵
絶
し
て
所
在
詳
か
で

な
い
。
白
山
記
に
は
『
=
一
戸
明
紳
、
飴
閥
平
等
寺
境

に
在
之
』
と
い
ひ
、
大
永
七
年
の
託
宣
担
に
は
、
『
三

声
明
御
十
八
都
洞
原
』
と
し
、
式
内
等
醤
祉
起
に
は
、

『
三
戸
神
社
。
儲
来
村
十
八
静
河
原
銀
座
。
白
山
丸
町

小
制
。
都
三
声
明
称
。
手
取
川
洪
水
。
位
地
流
失
祉

殿
駿
絶
。
』
と
あ
る
。
十
八
欝
河
原
か
ら
耕
回
の
用

S
F
U
見
烏
珠
洲
郡
春
日
野
の
内
の
小
字
O

S
Fリ
ガ
イ
ケ
翠
ヶ
池
白
山
記
に
白
山
鯨
の

隙
の
こ
と
を
、
述
べ
た
次
に
、
『
是
麓
有
=
泊
水
一
般
=
翠

池
一
泊
得
=
共
水
-
嘗
v
之
。
延
ν
齢
方
也
。
』
と
い
ひ
、

白
山
遊
覧
闘
記
に
は
、
『
緑
碧
池
湖
一
紘
一
名
一
啓
光
院

地
獄
。
東
西
四
五
町
。
南
北
二
三
町
。
源
震
=
大
汝
宇

腹
積
雪
中
↓
水
色
鴨
緑
。
深
不
v
可
v
躍
。
』
と
あ
る
。

古
都
談
に
御
在
所
と
相
去
る
こ
と
三
十
六
町
、
深
山

の
中
に
在
っ
て
縦
横
七
八
段
詐
り
、
そ
れ
を
御
厨
の

池
と
名
づ
け
る
と
い
ひ
、
越
前
名
蹴
考
に
『
ご
町
俄

を
下
り
て
御
厨
屋
拙
と
て
す
さ
ま
じ
き
池
あ
り
。
大

師
部
定
の
時
九
頭
龍
出
現
の
所
な
り
。
』
と
記
す
る
御

厨
池
は
翠
#
拙
を
競
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
宗
祇

の
名
所
方
角
抄
に
、
『
山
頂
に
千
蛇
が
池
と
い
ふ
有

之
、
み
ど
り
の
池
と
も
い
」
。
』
と
見
え
、
サ
四
讃
踊

簿
闘
曾
に
も
『
山
頂
に
千
蛇
が
拙
と
て
、
大
な
る
池

あ
り
。
線
水
停
を
浸
し
、
共
深
さ
を
は
か
る
べ
か
ら

ず
。
故
に
一
名
織
が
池
と
も
い
へ
り
o』
と
載
せ
て
あ

る
が
、
千
蛇
ヶ
拙
と
翠
の
拙
と
は
別
で
あ
る
。

ミ
ト
リ
ジ
ヨ
ウ
見
烏
披
珠
洲
郡
金
峰
寺
の
内

見
島
南
方
の
一
小
圧
で
、
土
人
は
之
を
城
山
と
い
う

て
跨
る
。
越
資
質
三
州
志
故
郷
考
に
、
金
時
寺
領
に

織
の
城
と
い
ふ
地
名
が
あ
る
と
記
す
る
。

S
F
9ダ
キ
翠
讃
金
棒
兼
六
悶
内
に
在
る
。

こ
の
水
は
謹
〈
犀
川
の
上
流
か
ら
引
か
れ
た
腕
謂
辰

巳
用
水
で
、
そ
の
間
内
に
入
る
や
好
徐
し
て
曲
水
と

な
り
、
一
た
び
湛
へ
て
霞
ヶ
池
と
な
り
、
更
に
低
湿
に

導
か
れ
て
翠
翻
を
務
下
せ
し
め
、
そ
の
瀦
水
は
即
ち

弧
池
を
な
す
の
で
あ
る
。
翠
澗
は
.
一
に
松
陰
猫
と
も

い
ひ
、
そ
の
安
永
三
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
太
梁
公

手
記
豆
沼
骨
四
日
の
僚
に
、
『
八
牢
時
蓮
池
へ
行
云

水
を
引
く
水
戸
口
に
紀
っ
た
跡
調
で
あ
っ
た
と
見
え

る。

ミ
ト
ロ
ウ
シ
水
戸
浪
士
ハ
一
〉
天
狗
篤
の
畢

兵
l
元
治
元
年
春
、
水
戸
滞
の
天
狗
鍵
醸
田
小
四
郎

等
は
、
密
か
に
長
務
と
泌
じ
て
兵
を
常
陸
筑
波
山
に

血
中
げ
、
勤
王
の
夫
義
を
唱
へ
た
が
、
佐
幕
黛
た
る
市

川
=
一
左
衛
門
等
に
攻
め
ら
れ
る
に
及
び
、
衆
寡
敵
す

る
を
得
ず
し
て
那
苅
擦
に
返
き
、
偶
手
兵
を
率
ゐ
て

来
り
曾
し
た
る
武

m耕
雲
蹄
と
共
に
、
向
一
一
守
用
に

亙
っ
て
抗
戦
し
た
。
し
か
も
大
勢
迭
に
不
可
な
る
を

以
て
、
京
師
に
出
で
L
そ
の
民
情
を
水
戸
務
の
親
族

た
る
一
橋
慶
喜
に
訴
へ
ん
と
欲
し
、
敗
兵
を
集
め
て

十
周
サ
=
一
日
那
苅
湊
を
渡
し
、
下
野
・
上
野
・
信
濃
・

美
濃
を
経
て
越
前
に
向
か
は
う
と
し
た
。

公
一
〉
加
賀
務
の
出
兵

l
時
に
一
一
筋
陸
曹
は
京
都
守
諮

総
督
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
朝
廷
に
諦
う
て
浪
士
の
上

裕
を
祖
止
せ
ん
と
し
、
在
京
諸
滞
兵
を
し
て
之
に
静
岡

ら
し
め
た
。
是
よ
り
先
、
加
賀
務
は
長
辿
恭
を
し
て

兵
を
率
ゐ
京
師
に
出
で
L

征
長
の
役
に
奥
ら
し
め
、

そ
の
大
部
分
は
慨
に
出
渡
し
た
が
、
兵
士
頭
赤
弁
傍

右
衛
門
直
喜
・
不
破
亮
三
郎
貞
順
・
隊
隊
長
武
田
金
三

郎
友
信
・
横
目
大
島
三
郎
左
衛
門
弘
直
以
下
六
百
人

は
街
残
っ
て
ゐ
た
の
で
、
前
田
野
穫
は
永
原
茜
七
郎

孝
知
を
監
箪
と
し
、
之
を
統
べ
て
鹿
喜
を
援
け
し

め
、
十
二
周
三
日
孝
知
等
は
京
を
護
し
、
江
州
草
津

に
次
し
た
。
此
の
日
慶
喜
も
草
津
に
謹
ん
だ
が
、
水

戸
浪
士
が
琵
琶
湖
の
東
西
い
づ
れ
に
準
踏
を
取
る
べ

き
か
を
断
じ
得
な
か
っ
た
か
ら
、
筒
暫
く
そ
こ
に
止

っ
た
が
、
六
日
浪
士
が
閲
遣
を
綬
て
越
前
に
向
か
ふ

と
の
報
を
得
て
、
本
管
を
大
群
に
移
し
、
加
賀
務
兵

は
即
夜
大
様
よ
り
湖
上
を
横
ぎ
り
海
掠
に
上
陸
し
、

九
日
海
津
を
護
し
て
毅
賀
に
着
し
、
十
日
夕
薬
郎
に

れ灘々
るは。
。 い懇

ま抽
だ溜
不今
克日
位懸
也奇
0 ・

b 噌 a・
与量夏、。
る 九
iこ泊=
よ程
つ大
てき
知な
らる

八

建
し
た
o

sc浪
士
の
行
軍

l
是
よ
り
先
浪
士
は
、
十
二
周
二

日
美
濃
揖
斐
を
設
し
、
備
に
辛
酸
を
嘗
め
て
蝿
帽
子

峠
を
超
え
、
五
日
越
前
秩
生
に
露
替
を
張
。
、
六
日

鍵
叉
峠
を
過
ぎ
、
逢
に
今
庄
を
経
て
、
十
一
日
新
保

に
濯
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
ご
十
町
を
隠
て
た
葉
原
に

加
賀
器
兵
の
出
張
し
て
居
る
こ
と
を
知
っ
た
。
然
る

に
浪
士
等
は
、
こ
の
時
艇
に
疲
態
し
て
戟
闘
力
を
失

っ
た
か
ら
、
加
賀
務
と
の
衝
突
を
避
け
ん
と
欲
し
、

曹
を
致
し
て
そ
の
上
洛
に
去
り
た
る
顛
末
を
述
べ
、

路
を
聞
き
て
逝
過
を
許
さ
ん
こ
と
を
鵡
う
た
が
、
加

賀
誠
慨
は
素
よ
り
之
を
容
れ
な
か
っ
た
。
爾
後
加
担
能

は
、
武
士
と
し
て
の
館
面
を
維
持
せ
ん
と
す
る
浪
士

と
、
彼
等
の
饗
宛
に
莱
じ
て
膝
鯛
を
窓
に
せ
ん
と
す

る
幕
定
と
の
聞
に
介
在
し
て
、
周
旋
に
極
め
て
閃
難

を
感
じ
た
が
、
十
七
日
に
去
り
迭
に
浪
士
は
無
傑
件

に
加
賀
務
の
軍
門
に
降
伏
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
凶

っ
て
二
十
日
永
原
孝
知
は
降
伏
放
を
携
へ
て
毅
到
に

歪
り
、
サ
一
日
監
察
織
岡
市
臓
に
報
じ
、
叉
海
部
に

赴
き
て
之
を
慶
喜
に
上
っ
た
腕
、
慶
喜
は
大
に
悦

び
、
物
を
孝
知
に
奥
へ
て
努
を
賞
し
、
且
つ
降
人
の

監
視
を
加
賀
務
に
命
じ
た
。

ハ
四
〉
浪
士
の
攻
容
l
加
賀
滞
に
降
伏
し
た
浪
士
四
十

傍
人
は
、
馬
七
・
入
疋
と
共
に
、
十
ご
周
十
八
日
初
め

て
紫
原
の
笹
に
着
し
、
十
九
日
に
は
浪
士
武
田
魁
介

以
下
二
百
六
十
人
も
亦
来
り
設
じ
た
。
是
に
於
い
て

加
賀
務
は
彼
等
を
教
賀
に
牧
容
せ
ん
と
し
、
サ
=
一
日

先
づ
武
田
魁
介
の
一
障
を
本
妙
寺
に
移
し
、
骨
四
日

武
田
耕
雲
鷲
等
四
百
偉
人
を
新
保
よ
り
毅
賀
の
木
勝

寺
.
に
、
サ
五
日
葉
原
及
び
新
保
に
残
存
し
た
七
十
除

人
と
質
傷
者
サ
五
人
を
長
越
寺
に
入
ら
し
め
た
。
是

等
浪
士
の
総
人
員
に
関
し
て
は
、
耕
雲
務
の
調
書
に

七
百
七
十
六
人
と
し
、
加
賀
務
の
質
査
に
八
百
骨
三

-圃圃.


